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ー ザ（1550 nm, 出 力 10 mW） を 用 い た


































































































発生装置（LRAD: Long Range Acoustic De-
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2016 年よりも 2017 年の方がより亀裂が進展
していた。ここでは、2017 年時の亀裂を図
中に示す。2016 年の計測ポイント数は 7 ×
11 の 計 77 ポ イ ン ト、 計 測 間 隔 は 縦 約 95 
mm 横約 72 mm に設定し、2017 年の計測ポ
イント数は 9 × 15 の計 135 ポイント、計測
間隔は縦約 65 mm 横約 90 mm に設定した。






























計測時の音圧は検査対象面で 100 dB 程度に
設定した。2016 年は 300–4000 Hz の周波数
範囲で、変調周波数 100 Hz、パルス群間イ
ンターバル 200 ms、パルス幅 5 ms の二群
に分かれた波形を使用し、2017 年は周波数
範囲を 300–2100 Hz に縮小した一群の波形
を使用した。縮小した波形を使用した理由は、
2016 年の実験結果から計測対象の共振周波


























図9　振動速度スペクトル図　(a) 2016 (b) 2017
(b)




























の周波数範囲は（f1）200 Hz ～（f2）500 Hz に
設定した。この図において (a) が 2016 年、
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